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はじめに 
協会けんぽの健康保険料率並びに介護保険料率は毎年

3月に改定されます。また、毎年4月は雇用保険料率の

改定時期となります。以下、改定の見込みについて現段

階の情報をご紹介します。 

 

健康保険料率の改定 
1 月下旬に開催された全国健康保険協会運営委員会の

資料によると、都道府県別の保険料率は、各都道府県で

変更（引き下げが18都府県。引き上げが28道県）さ

れる方向性が示されており、全国平均の保険料率は

10%程度に維持される見込みです。 

 

2025年2月7日現在発表されている新旧保険料率（予

定）は以下の通りとなっています。 

 

都道府県 2月まで 3月以降 増減差 

東京都 9.98% 9.91% ▲0.07% 

神奈川県 10.02% 9.92% ▲0.10% 

千葉県 9.92% 9.79% ▲0.13% 

埼玉県 9.92% 9.76% ▲0.16% 

大阪府 10.34% 10.24% ▲0.10% 

福岡県 10.35% 10.31% ▲0.04% 

沖縄県 9.52% 9.44% ▲0.08% 

 

2008年の協会けんぽ発足以降財政改善策により近年は

黒字基調となっております。ところが、保険給付費や後

期高齢者支援金などの支出の増加ペースが速く、財政の

長期安定には引き続き注意が必要となっています。 

 

介護保険料率の改定 
介護保険の保険料率については、単年度で収支が均衡す

るよう、介護納付金の額（支出）を総報酬額の見込額（収

入）で割ったものを基準として毎年決められます。3月

から全国一律の介護保険料率は、1.60%から「1.59%」

に引き下げる案となっています。 

 

 2月まで 3月以降 増減差 

介護保険料率 1.60% 1.59% ▲0.01% 

 

雇用保険料率の改定 
厚生労働省から1月に公表された資料によると、2025

年度の雇用保険料率は、全体で、前年度から0.1%（被

保険者負担分0.05%、事業主負担分0.05%）の引き下

げとなることが見込まれています。具体的には、次のよ

うな案が示されています。 

 

事業の種類 
労働者 

負担 
会社負担 合計 

一般の事業 
0.55% 

(▲0.05) 

0.9% 

(▲0.05) 

1.45% 

(▲0.1) 

農林水産業・清

酒製造業 

0.65% 

(▲0.05) 

1.0% 

(▲0.05) 

1.65% 

(▲0.1) 

建設業 
0.65% 

(▲0.05) 

1.1% 

(▲0.05) 

1.75% 

(▲0.1) 

 

雇用保険制度その他 

＜教育訓練休暇給付金の創設＞ 

近年のリ・スキリングのニーズを受けて、2025 年 10

月から雇用保険被保険者が教育訓練を受けるための休

暇を取得した場合に、基本手当に相当する給付として、

賃金の一定割合を支給する教育訓練休暇給付金を創設

することが予定されています。 

 

＜リ・スキリング支援融資＞ 

また雇用保険被保険者や受給資格者でない者を対象に、

自らが受ける教育訓練に関してその受講費用と訓練期

間中の生活費用を対象としたリ・スキリング融資の創設

が検討されています。 

健康保険・介護保険・雇用

保険料率の改定等について 

2025 年 3 月から協会けんぽの健康保険料

率・介護保険料率が変更となります。また、

2025年度から雇用保険料率が引き下げとな

ります。 

 

 

 

 

 

 


